
















































































は約 20分から 30分の学習時間であるため，音声ファイルは 5個程度となる。
事前学習に映像を使用する場合，映像の撮影にはビデオカメラ（Panasonic HC-V360M）を用
いた。映像を配信するためのサービスは，google株式会社が提供する動画配信サービスである



























































項目 1. 　事前の予習をどのくらいがんばったと思いますか？　［① 手を抜いた　② やや手を
表 1　予備実践のアンケート結果
項目 1から 4 : n=5，
項目 5から 7 : n=4
1点 2点 3点 4点 5点 平均値
項目 1 0 0 3 1 1 3.6
項目 2 0 0 1 0 4 4.6
項目 3 0 0 0 1 4 4.8
項目 4 0 1 0 1 3 4.2
項目 5 0 0 0 2 2 4.5
項目 6 0 0 0 3 1 4.3
項目 7 0 0 1 3 0 3.8
55音声教材を用いた反転授業による物理教育の映像教材との実践比較
抜いた　③ 普通　④ 少しがんばった　⑤ がんばった］
項目 2. 　音声のダウンロードに不満はありましたか？　［① 不満がある　② やや不満がある　
③ どちらともいえない　④ あまり不満はない　⑤ 不満なかった］
項目 3. 　音声の聞き取りやすさはどうでしたか？　［① 聞きづらい　② やや聞きづらい　
③ どちらともいえない　④ まあ聞きやすい　⑤ 聞きやすい］
項目 4. 　音声とスライド資料による学習に不満はありましたか？　［① 不満がある　② やや
不満がある　③ どちらともいえない　④ あまり不満はない　⑤ 不満なかった］
項目 5. 　「みんなに知ってほしい実例とその回避策を調べる」は，情報セキュリティの勉強に
なったと思いますか？　［① 勉強にならなかった　② あまり勉強にならなかった　
③ どちらともいえない　④ やや勉強になった　⑤ 勉強になった］
項目 6. 　「他のひとが発表した実例と回避策を聞くこと」は，情報セキュリティの勉強になっ




② どちらかといえば座学　③ どちらともいえない　④ どちらかといえば今回の学習　
⑤ 今回の学習］ ※ 5点に近いほど今回の授業を支持
アンケートの有効回答数について，事前学習を行った 5名全員から回答を受け取った。ただし，
その中の 1名は，事前学習のみであり授業時間には参加していない。そのため，項目 1から 4の
有効回答数は 5名であり，項目 5から 7の有効回答数は 4名である。また，アンケートは 5件法
で回答を受け取っているが，評価の低い回答を 1点，高い回答を 5点とした。例えば，項目 3の
「音声の聞き取りやすさはどうでしたか？」という質問の回答は，［① 聞きづらい　② やや聞き
づらい　③ どちらともいえない　④ まあ聞きやすい　⑤ 聞きやすい］であった。この場合，






























































クラスの一方を Aグループとし，もう一方を Bグループとした。Aグループは，第 12回の事前
学習を音声で行い，第 13回の事前学習を映像で行った。Bグループは逆に，第 12回の事前学習
















項目 1. 　事前の予習をどのくらいがんばったと思いますか？　［① 手を抜いた　② やや手を
抜いた　③ 普通　④ 少しがんばった　⑤ がんばった］
項目 2. 　事前学習に不満はありましたか？　［① 不満がある　② やや不満がある　③ どちら
ともいえない　④ あまり不満はない　⑤ 不満なかった］
項目 3. 　授業内で行った演習に不満はありましたか？　［① 不満がある　② やや不満がある　
③ どちらともいえない　④ あまり不満はない　⑤ 不満なかった］
項目 4. 　今回の授業（反転授業）は，勉強になったと思いますか？　［① 勉強にならなかった　
② あまり勉強にならなかった　③ どちらともいえない　④ やや勉強になった　
⑤ 勉強になった］
項目 5. 　だれかに解き方の説明をすることは勉強になりましたか？　［① 勉強にならなかった　
② あまり勉強にならなかった　③ どちらともいえない　④ やや勉強になった　
⑤ 勉強になった］ 
表 2　授業実践のアンケート結果









項目 1 3.11 3.06 2.77 2.97
項目 2 4.09 3.78 3.57 3.55
項目 3 3.71 3.69 3.77 3.68
項目 4 4.11 3.81 3.73 3.84









た。この結果，第 12回の有効回答数は Aグループが 35名，Bグループが 36名である。なお，
項目 5「だれかに解き方の説明をすることは勉強になりましたか？」は，他の学生へ解き方を説
明した学生が回答の対象となるため Aグループは 21名，Bグループは 23名であった。また，
第 13回の有効回答数は Aグループが 31名，Bグループが 30名であった。さらに第 13回の項





















第 12回の内容 3.59（Aグループ） 4.24（Bグループ）






表 2のアンケート結果から，まず，事前学習の満足度は第 12回の音声が 4.09，映像が 3.78，
第 13回では音声が 3.57，映像が 3.55であり，事前学習の満足度は，音声と映像で同程度であっ
たと判断される。次に，授業で行った演習の満足度については，第 12回の音声が 3.71，映像が 3.69，
第 13回では音声が 3.77，映像が 3.68であり，演習の満足度は音声と映像で同程度であったと判
断される。また，反転授業全体が勉強になったかという質問については，第 12回の音声が 4.11，
映像が 3.81，第 13回では音声が 3.73，映像が 3.84であり，反転授業全体の学習が勉強になった
という満足感については，映像と音声で同程度だったと判断される。最後に，解き方を説明する
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